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御
鎮
座
二
千
五
百
年
を
見
据
え

　

令
和
五
年
癸み
ず
の
と
う卯
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、

そ
し
て
皆
様
方
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
当
社
は
第
五
代
孝
昭
天

皇
の
御
代
三
年
に
御
鎮
座
以
来
、

悠
久
の
年
月
を
経
て
、
来
る
令
和

十
年
に
御
鎮
座
二
千
五
百
年
を
迎

え
る
事
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
奉

祝
周
知
す
る
為
、
有
志
の
方
の
御

奉
納
に
よ
り
、
約
四
〇
〇
灯
の
提

灯
を
献
灯
し
、
十
一
月
三
十
日
に

点
灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
社
の
献
灯
行
事
は
、
平
成

二
十
九
年
の
明
治
天
皇
御
親
祭

百
五
十
年
祭
の
奉
祝
に
始
ま
り
、

以
後
、
上
皇
陛
下
の
天
皇
御
在
位

三
十
年
奉
祝
、
今
上
陛
下
御
即
位

奉
祝
と
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
般
は
楼
門
前
の
み
の
実
施
を

想
定
し
限
定
的
な
献
灯
と
な
り
ま

し
た
が
、こ
れ
よ
り
は
年
々
、賑
々

し
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
御
協
賛
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
献
灯
行
事

平成29年　明治天皇御親祭150年祭奉祝令和元年　天皇陛下御即位奉祝

平成30年　天皇陛下御在位30年奉祝令和２年　疫病退散祈願新年奉祝
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当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で
御

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣

と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
十
二
月
十
日
の
十
日
市

は
約
二
十
万
人
の
人
出
で
賑
い
ま
し
た
。

祭
事
暦

十
月　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
九
日　
抜
穂
神
事

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
兼
題　
き
り
ぎ
り
す
）

　
　
　
十
七
日　
神
嘗
奉
祝
祭

　
　
二
十
一
日　
朔
瓶
祭

　
十
一
月　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日　
明
治
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
昴
）

　
　
二
十
三
日　
新
嘗
祭

　
　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
大
祭

　
　
　
三
十
日　

　
　
　
　

～　
　
大
湯
祭
前
斎

十
二
月　
九
日　

　
　
　
　
十
日　
大
湯
祭
本
祭

　
　
　
十
一
日　
大
湯
祭
後
斎

　
　
　
　
　
　
　
誓
詔
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
大
掃
除
）

　
　
　
　
　
　
　
併
せ
煤
払
い

　
　
三
十
一
日　
大
祓
式

　
　
　
　
　
　
　
除
夜
祭

抜穂神事神饌

新嘗祭　祈願文を読み上げる講長

　
初
穂
と
は
稲
の
収
穫
時
に
、
最
初
に
奉
献
す
る
稲
穂
の

事
で
、
早
穂
、
先
穂
と
も
記
し
ま
す
。
稲
穂
を
抜
い
て
束

ね
た
も
の
で
、
脱
穀
し
た
米
粒
の
和に

ぎ
稲し
ね

に
対
し
、
稲
束
状

の
荒あ

ら
稲し
ね
の
類
で
す
。
伊
勢
の
神
宮
で
は
神か
ん
嘗な
め
祭さ
い
に
先
立
っ

て
抜ぬ

い
穂ぼ

祭さ
い

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
社
で
も
十
一
月
の
新に
い

嘗な
め

祭さ
い
に
先
立
ち
、
十
月
に
抜ぬ
き
穂ほ

神し
ん
事じ

を
行
い
ま
す
。

　
初
穂
の
形
状
は
稲
穂
か
ら
米
粒
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

は
じ
め
て
獲
得
し
た
収
穫
物
な
ど
、
神
前
に
捧
げ
る
初
物

す
べ
て
を
総
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
穂
料
は
お
米
の
代
わ
り
に
お
供
え
さ
れ
る
料
の
事

で
、神
社
に
納
め
る
お
金
は
す
べ
て
初
穂
料
と
い
い
ま
す
。

尚
、
お
供
え
物
や
ご
祈
祷
を
受
け
る
際
、
熨
斗
紙
に
御
神

前
や
玉
串
料
、
御
榊
料
と
書
く
事
も
一
般
的
な
書
き
方
に

な
り
ま
す
。

な
ぜ
初
穂
料
と
い
う
の
か

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

大
湯
祭 

奉
納
御
礼

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

御
　
米　
島
根
氷
川
神
社

　
　
　
　
島
村
功
作

　
　
　
　
水
の
フ
ォ
ル
ム

新
嘗
祭　

奉
納
御
礼

百
味
膳　
三
峯
神
社

　
　
　
　
秩
父
神
社

　
　
　
　
七
里
敬
神
講
社

　
　
　
　
埼
玉
県
南
部

　
　
　
　
　
漁
業
組
合

　
　
　
　
猟
友
会

　
　
　
　
魚
志゙
ゃ
う

　
　
　
　
㈱
鯉
平

　
　
　
　
㈱
信
濃
屋

　
　
　
　
大
和
田
氏
子
中

　
　
　
　
原
田
喜
平

　
　
　
　
蓮
沼
神
明
神
社

　
　
　
　
　
氏
子
中

　
　
　
　
蓮
沼
菅
原
神
社

　
　
　
　
　
氏
子
中

　
　
　
　
大
谷
氷
川
神
社

　
　
　
　
　
氏
子
中

御　
米　
星
野
昇
保

　
　
　
　
森
田
栄
治

清
　
酒　
　
藤
野
泰
功

野
菜
果
物　
阿
泉
秀
典

小
　
豆　
　
㈱
木
下
製
餡

清　
酒　
㈱
中
村
写
真
館

　
　
　
　
㈱
電
成
社

　
　
　
　
㈱
丸
三
屋

　
　
　
　
㈲
春
光
社
印
刷

　
　
　
　
清
水
伸
洋

　
　
　
　
星
野
昇
保

　
　
　
　
㈲
西
一

　
　
　
　
㈱
和
泉
空
調
設
備

　
　
　
　
大
村
庵

　
　
　
　
西
山
建
設
㈱

ビ
ー
ル　
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
　
　
　
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
㈱

　
　
　
　
　
埼
玉
支
店

鳥・果
物  

㈱
み
ど
り
建
設

海
産
物　
平
野
貞
祐

菓　
子　
よ
ね
屋
煎
餅
店

　
　
　
　
藤
野
泰
功
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氏
子
総
代
研
修
旅
行

特
別
紙
朱
印
「
紅
葉
」

氏
子
青
年
会
関
東
地
区
大
会

社
頭
往
来
①

　

十
月
八
日
よ
り
秋
の
特
別
紙
朱
印

「
紅
葉
」
の
授
与
を
開
始
、
十
一
月
二

日
に
授
与
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
さ
い
た
ま
新
都
心
の
ザ
・

マ
ー
ク
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

神
宮
遥
拝
や
国
歌
斉
唱
、
教
育
勅
語

奉
読
、
来
賓
挨
拶
な
ど
の
他
、
サ
ン

マ
リ
ノ
共
和
国
特
命
全
権
大
使
で
駐

日
外
交
団
長
の
マ
ン
リ
オ　

カ
デ
ロ

氏
に
「
世
界
か
ら
見
た
日
本
と
神
社
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

十
月
八
日
、
全
国
氏
子
青
年
協
議

会
関
東
地
区
連
絡
協
議
会
研
修
会
埼

玉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
先
立
ち
、
東
京
都
氏
子
青
年
協
議

会
会
長
で
大
宮
八
幡
宮
氏
子
青
年
会

会
長
の
井
川
邦
夫
様
他
、
各
県
の
氏

子
青
年
会
会
員
約
七
十
名
が
正
式
参

拝
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
三
日
、
四
日
と
氏
子
総
代
研

修
旅
行
を
実
施
、
二
十
三
名
が
参
加

致
し
ま
し
た
。
遠
江
国
一
宮
小
國
神

社
を
正
式
参
拝
の
他
、
三
河
国
一
宮

砥
鹿
神
社
参
拝
、
航
空
自
衛
隊
浜
松

広
報
館
エ
ア
ー
パ
ー
ク
な
ど
を
見
学

致
し
ま
し
た
。

※
小
國
神
社
で
は

　

小
國
神
社
は
天
皇
陛
下
御
即
位
記

念
と
し
て
令
和
の
お
屋
根
替
え
の
最

中
で
し
た
が
、
檜
皮
葺
き
の
御
本
殿

を
待
合
室
か
ら
御
拝
殿
へ
続
く
廊
下

よ
り
拝
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
小
野
八
幡
神
社
権
祢
宜

で
歌
手
の
涼
恵
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

秩
父
屋
台
囃
子
保
存
会
に
よ
る
お
囃

子
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

マンリオ・カデロ氏の講演

涼恵氏のコンサート
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十
月
十
日
、大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
が
２
０
２
２
‒
２
３

シ
ー
ズ
ン
の
必
勝
祈
願
を
行
い
ま
し

た
。代
表
取
締
役
社
長
佐
野
秀
彦
様
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
本
部
長
原
博
実
様
、

岡
本
武
行
監
督
、
乗
松
瑠
華
キ
ャ
プ

テ
ン
は
じ
め
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
同

が
参
加
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
飛
躍
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
三
日
、国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

第
２
７
７
０
地
区
大
宮
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
主
催
で
、
第
２
回
ポ
リ
オ
根

絶
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
社

を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
大
宮
、
川

越
、
秩
父
を
巡
り
ま
し
た
。

　

十
月
十
一
日
、
舞
殿
に
て
観
月
雅

　

十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
参
道

に
て
埼
玉
県
物
産
観
光
協
会
が
埼
玉

県
酒
造
組
合
と
共
催
し
、
県
産
品
や

地
酒
を
集
め
た
物
産
展
『「
私
の
お
気

に
入
り
」
発
見
フ
ェ
ス
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

埼
玉
』
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

氷
川
参
道
物
産
展

北
足
立
支
部
大
麻
頒
布
式

観
月
雅
楽
演
奏
会

社
頭
往
来
②

　

十
月
二
十
七
日
、
祈
祷
殿
に
て
埼

玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部
の
神
宮
大

麻
頒
布
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
田

祢
宜
が
斎
主
を
務
め
、
支
部
長
の
吉

田
正
臣
様（
調
神
社
宮
司
）は
じ
め
神

職
、
総
代
約
四
十
名
が
参
列
致
し
ま

し
た
。

楽
演
奏
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
演
奏
曲
目

・
神
楽　
浦う

ら
安や
す
の
舞

・
管
弦　
平ひ

ょ
う
じ
ょ
う
ね
と
り

調
音
取
、越え

殿て
ん

楽ら
く

、陪ば
い

臚ろ

・
舞
楽　
迦か
り
ょ
う
び
ん

陵
瀕

写真提供：大宮アルディージャ

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｓ

必
勝
祈
願

第
２
回
ポ
リ
オ
根
絶
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ラ
リ
ー

迦陵瀕
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七
五
三
詣
は
本
年
も
混
雑
を
避
け

た
分
散
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

一
万
組
に
近
い
方
が
お
参
り
さ
れ
ま

し
た
。
皆
様
の
健
や
か
な
御
成
長
を

祈
念
致
し
ま
す
。

　

十
一
月
十
九
日
、
二
十
日
、
楼
門

内
廻
廊
に
て
大
宮
華
道
連
盟
に
よ
る

献
華
展
が
開
催
さ
れ
二
十
三
杯
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

献
華
を
頂
い
た
先
生（
敬
称
略
）

桂
古
流　
　
　
細
田
好
草
、

　

十
一
月
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で
武

蔵
菊
花
会
に
よ
る
第
七
十
二
回
奉
納

菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楼
門

内
外
の
廻
廊
や
舞
殿
な
ど
に
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
様
々
な
菊
、
約

三
百
八
十
鉢
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
九
日
、
参
道
及
び
境
内

で
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
青
年
部
に

よ
る
「
地
域
の
熱
い
未
来
へ　

交
流

を
楽
し
も
う
！
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
日
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。む
か
し
あ
そ
び
コ
ー

ナ
ー
や
「
さ
い
た
〇
〇（
ま
る
ま
る
）

ク
イ
ズ
選
手
権
」
の
他
、
大
宮
グ
ル

メ
が
集
結
す
る
氷
川
マ
ル
シ
ェ
の
出

店
も
あ
り
ま
し
た
。

武
蔵
菊
花
会
奉
納
菊
花
展

さ
い
た
ま
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
日

七
五
三

大
宮
華
道
連
盟
献
華
展

社
頭
往
来
③

　
　
　
　
　
　
波
田
野
敦
華
、

　
　
　
　
　
　
小
林
華
侊
、高
橋
典
花

古
流
松
藤
会　
岩
波
理
豊

草
月
流　
　
　
松
野
朱
世
、水
口
秀
香
、

　
　
　
　
　
　
竹
下
尚
峰

池
坊
明
流　
　
小
澁
恭
園

池
坊　
　
　
　
長
島
晶
園

小
原
流　
　
　
別
所
睦
翠

春
草
流　
　
　
西
島
春
渓
、栗
原
春
彩

正
風
流
一
光
会

　
　
　
　
　
　
桐
生
一
光

桂
古
流
桂
会　
岩
井
蘭
香

古
流
松
東
会　
清
水
理
秀

日
本
古
流　
　
加
藤
一
紀

嵯
峨
御
流　
　
町
田
裕
甫　

遠
州
流　
　
　
守
屋
一
陽

古
流
か
た
ば
み
会

　
　
　
　
　
　
小
原
理
晴

吉
野
御
流　
　
前
田
嘉
祥

池
坊
宝
生
流　
高
野
玲
光

華
凰
風
花
会　
伊
坂
真
苑
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十
一
月
三
十
日
よ
り
大
湯
祭
授
与

品
、特
別
紙
朱
印「
大
湯
祭（
金・銀
）」、

令
和
五
年
縁
起
物
の
授
与
を
開
始
致

し
ま
し
た
。

　

十
二
月
一
日
、
社
務
所
に
て
氏
子

総
代
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、
神

宮
大
麻
頒
布
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
六
日
、
境
内
の
松
尾
神
社

前
に
て
酒
造
組
合
祈
願
祭
が
埼
玉
県

酒
造
組
合
会
長
の
㈱
小
山
本
家
酒
造

代
表
取
締
役
会
長
小
山
景
市
様
、
㈱

小
山
本
家
酒
造
執
行
役
員
社
長
鈴
木

一
陽
様
、
大
瀧
酒
造
㈱
代
表
取
締
役

社
長
大
瀧
榮
壽
様
、
北
西
酒
造
㈱
代

表
取
締
役
北
西
隆
一
郎
様
参
列
の
も

と
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
中
学
生
職
場
体
験
事

業
「
未
来
く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
で

十
二
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
土
呂
中

学
校
の
生
徒
二
名
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
同
じ
く
、
十
二
月
十
三
日
か
ら

十
五
日
ま
で
植
竹
中
学
校
の
生
徒
三

名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
境
内
清
掃

や
御
札
の
授
与
、
豊
栄
の
舞
の
練
習

な
ど
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

十
二
月
六
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

拝
殿
に
て
縄
文
三
味
線
奏
者
の
佐
々

木
重
吉
氏
に
よ
る
奉
納
演
奏
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大
湯
祭
新
年
縁
起
物
授
与
開
始

大
麻
頒
布
式

酒
造
組
合
祈
願
祭

縄
文
三
味
線

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

社
頭
往
来
④

　
十
一
月
二
十
日
、正
式
参
拝
の
後
、

無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
阿
字
会

井
本
忠
昭
阿
字
齋
他
会
員
に
よ
る
奉

納
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

無
双
直
伝
英
信
流
阿
字
会
奉
納
演
武

植竹中学校
12/13～12/15

土呂中学校
12/7～12/9
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十
二
月
十
五
日
、
献
詠
祭
終
了
後

に
本
殿
や
拝
殿
、
楼
門
な
ど
の
す
す

払
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
ま
で

職
場
体
験
を
さ
れ
て
い
た
植
竹
中
の

生
徒
に
も
御
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
二
日
、
境
内
の
稲
荷
神

社
に
て
鳥
居
の
奉
納
を
さ
れ
た
株
式

会
社
エ
バ
ン
ス
蕨
店
様
参
列
の
も
と
、

奉
納
奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
八
日
、
社
務
所
に
て
白

岡
わ
く
わ
く
伝
承
あ
そ
び
の
会
主
催

の
五
色
百
人
一
首
埼
玉
県
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
県
内
各

地
よ
り
の
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま

で
約
五
十
名
で
し
た
。

　

十
二
月
三
十
一
日
よ
り
一
月
五
日

ま
で
書
元
会
に
よ
る
書
道
約
三
百
点

の
廻
廊
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

学
三
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の

会
員
の
作
品
で
「
し
ぜ
ん
」、「
な
の

花
」、「
明
る
い
声
」、「
緑
の
大
地
」、

「
書
の
文
化
」、「
満
天
の
星
」、「
豊
か

な
感
性
」
が
兼
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
七
日
、
呉
竹
荘
に
て
武

蔵
菊
花
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
衆
議
院
議
員
の
牧

原
秀
樹
様
、
村
井
英
樹
様
、
枝
野
幸

男
様
、県
議
会
議
員
の
田
村
琢
実
様
、

市
議
会
議
員
の
西
山
幸
代
様
に
出
席

頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
氷
川
神
社
宮
司
賞（
敬
称
略
）

・「
優
杏
漁
火
」　
　
茂
呂
尚
佑

　

十
二
月
十
五
日
、
納
め
ら
れ
た
御

守
り
、
御
札
を
お
焚
き
上
げ
す
る
古

神
札
焼
納
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

す
す
払
い

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

五
色
百
人
一
首
大
会

書
元
会
廻
廊
展
示

武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

古
神
札
焼
納
祭

社
頭
往
来
⑤

・「
岸
の
清
涼
殿
」　
石
井
康
友

・「
太
平
銀
月
」　
　
吉
田
勝
美

・「
精
山
春
姫
」　
　
佐
藤
昭
次

・「
精
興
瑞
堅
」　
　
蓑
輪
博
男

・「
国
華
金
山
」　
　
川
鍋
辰
雄

・「
黄
虎
」　
　
　
　
鈴
木　
旭
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戦
艦
武
蔵
竣
功
八
十
年
記
念
顕
彰
祭
斎
行

　
十
月
二
十
四
日
、
戦
艦
武
蔵
顕
彰
碑
前
に
て
戦
艦
武

蔵
の
竣
功
八
十
年
を
記
念
し
、
戦
艦
武
蔵
顕
彰
会
の
二

代
目
会
長
の
三
原
宏
治
様
は
じ
め
会
員
五
十
名
参
列
の

も
と
顕
彰
祭
を
行
い
ま
し
た
。
祭
典
中
に
は
浦
安
の
舞

の
奉
奏
、
甲
飛
喇
叭
隊
の
ラ
ッ
パ
演
奏
が
行
わ
れ
、
祭

典
後
に
は
歴
史
学
者
の
久
野
潤
氏
に
よ
る
艦
内
神
社
に

つ
い
て
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
二
十
四
日
、
戦
艦
武
蔵
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
沖
の
シ
ブ
ヤ
ン
海
に
没
し
ま
し
た
。
全
長
２
６
３
ｍ
の
巨
躯
に
46 cm

砲
を
搭
載
し
た
世
界
最
大
に
し
て
最
強
の
武
蔵
は
戦
艦
大
和
の
同
型

艦
で
す
。
武
蔵
は
戦
前
の
乏
し
い
国
民
生
活
の
中
で
、
そ
れ
で
も
独
立

を
保
つ
べ
く
我
が
国
の
建
艦
技
術
の
総
力
が
集
大
成
さ
れ
た
傑
作
で
あ

り
、
関
係
者
の
魂
の
込
め
ら
れ
た
最
後
の
希
望
で
し
た
。

　
米
英
に
対
し
、
絶
対
国
力
に
劣
る
我
が
国
は
巨
大
な
大
砲
を
持
つ
不

沈
の
戦
艦
を
造
り
、量
の
劣
勢
を
質
で
カ
バ
ー
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

戦
前
は
ア
メ
リ
カ
と
い
え
ど
も
大
西
・
太
平
両
洋
艦
隊
を
整
備
す
る
事

は
容
易
の
事
で
は
な
く
、
そ
の
艦
隊
は
艦
巾
33
ｍ
の
パ
ナ
マ
運
河
を
通

過
出
来
る
事
が
条
件
で
し
た
の
で
38
、９
ｍ
の
大
和
・
武
蔵
の
艦
巾
で

し
か
搭
載
で
き
な
い
46 cm
砲
に
我
が
国
の
優
位
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
、

先
制
攻
撃
に
よ
り
勝
利
へ
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
武
蔵
は
昭
和
十
三
年
三
月
か
ら
長
崎
で
起
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
諸

準
備
は
昭
和
七
年
八
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
進
水
式
は
昭
和
十
五
年

十
一
月
で
進
水
に
使
用
さ
れ
た
獣
脂
は
約
22
ｔト
ン
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
呉
に
回
航
、
竣
功
式
は
昭
和
十
七
年
八
月
五
日
に
武
蔵
艦
上

で
、
当
社
か
ら
出
向
し
た
六
名
の
神
職
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

華
々
し
い
活
躍
を
期
待
さ
れ
た
武
蔵
で
し
た
が
竣
功
二
カ
月
前
の

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
敗
北
に
よ
り
、
我
が
国
は
数
隻
の
主
力
航
空
母
艦

と
多
く
の
飛
行
機
、
歴
戦
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
失
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
武
蔵
の
出
撃
時
期
は
米
主
力
艦
隊
と
の
決
戦
ま
で
待
つ
事
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
武
蔵
が
待
ち
続
け
た
決
戦
の
機
会
は
遂
に
来
ず
、
翌

十
九
年
の
上
陸
作
戦
で
は
囮
の
役
目
を
負
う
事
と
な
っ
た
の
で
す
。
五

次
に
わ
た
る
空
襲
の
中
、
魚
雷
二
十
一
、
爆
弾
十
七
、
至
近
弾
十
八
を

浴
び
十
九
時
三
十
五
分
、
水
深
１
、２
０
０
ｍ
の
海
底
に
沈
没
し
た
の

で
し
た
。

※
大
正
九
年
に
戦
艦
伊

勢
が
神
宮
か
ら
特
別
な

別
大
麻
を
頂
い
て
か
ら

の
慣
例
で
ど
の
艦
に
も

奉
斎
。

武
蔵
神
社（
艦
内
神
社
）

御
祭
神　
氷
川
神
社

　
　
　
　
明
治
神
宮

　
　
　
　
東
郷
神
社

　
　
　
※
伊
勢
神
宮
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地
域
の
氏
神
神
社
紹
介
⑥

　
当
社
は
武
蔵
国
の
一
宮
と
し
て
広
く
守
護
し
て

お
り
ま
す
が
、
当
社
以
外
に
も
古
く
か
ら
「
村
の

鎮
守
」、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

神
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
い
た
ま
市
内
に
も
多
く

稲
荷
神
社
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
二
月
や
三
月
の
初

午
の
日
に
は
初
午
祭
の
奉
仕
に
当
社
神
職
が
出
向

し
て
お
り
ま
す
。

　
初
午
の
日
が
選
ば
れ
る
の
は
、
京
都
の
伏
見
稲

荷
大
社
の
御
祭
神
で
あ
る
宇う

迦か

之の

御み

魂た
ま
の

神か
み（

倉う
か

稲の
み

魂た
ま
の

神か
み

）が
、
和
銅
四
年（
七
一
一
）の
二
月
の
初
め

の
午
の
日
に
、
現
在
の
本
社
の
奥
に
そ
び
え
る
三

ケ
峰
の
山
上
に
降
臨
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
ま
す
。

　

稲
荷
神
は
、
天
慶
五
年

（
九
四
二
）に
は
神
階
が
「
正
一

位
稲
荷
大
明
神
」と
な
り
ま
す
。

伏
見
稲
荷
以
外
の
神
社
の
分
霊

勧
請
で
は
、
社
名
の
み
で
神
階

が
付
く
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

伏
見
稲
荷
か
ら
は
社
殿
の
大
小

に
関
わ
ら
ず
極
位
の
付
い
た
神

社
を
祀
る
事
が
出
来
た
為
、
近

隣
の
神
社
と
比
べ
て
優
越
感
を

得
る
事
が
出
来
た
事
か
ら
伏
見

稲
荷
か
ら
の
分
霊
勧
請
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
個
人
宅
ま

で
含
め
る
と
稲
荷
社
は
全
国
で

三
万
社
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。　

楢姫稲荷神社
さいたま市大宮区吉敷町
３月初午祭

浅間稲荷神社（浅間神社内）
さいたま市大宮区浅間町
３月初午祭

植嶽稲荷神社
さいたま市北区盆栽町
９月例祭

大宮稲荷神社（白山神社内）
さいたま市大宮区堀の内町
３月初午祭

倉屋敷稲荷神社
さいたま市大宮区仲町
３月初午祭

躑躅山稲荷神社
さいたま市大宮区大成町
２月初午祭

埼玉県内の神社は埼玉県神社庁の
ホームページで検索頂けます。

http://www.saitama-jinjacho.or.jp/search/

三橋
上小町

桜木町

大成町

土手町

宮町

大門町

仲町
下町

東町

大原

浅間町

吉敷町

吉敷町

天沼町

堀の内町

高鼻町

寿能町

北袋町

櫛
引
町

錦
町

①

④

②

③

⑤

⑥

④⑥

①

②

③⑤
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（
敬
称
略
）

　
十
月
二
日　
杉
田
八
幡
宮（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　
　
國
學
院
大
学
若
木
育
成
会
埼
玉
県
支
部

　
　
　
八
日　
氏
子
青
年
会
関
東
地
区
連
絡
協
議
会

　
　
　
九
日　
武
蔵
菊
花
会
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
　
開
催
準
備
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
　
十
日　
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
V
E
N
T
U
S
　

　
　
十
一
日　
観
月
雅
楽
演
奏
会

　
　
十
二
日　
宮
城
県
神
社
庁
仙
台
支
部
・
総
代
会

　
二
十
三
日　
ポ
リ
オ
根
絶
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
戦
艦
武
蔵
顕
彰
会

　
二
十
七
日　
北
足
立
支
部
大
麻
頒
布
式

　
　
三
十
日　
生
部
町
氷
川
神
社（
福
井
県
）

十
一
月
一
日　
お
正
月
・
十
日
市
交
通
安
全
対
策
会
議

　
　
　
九
日　
武
蔵
野
銀
行
奉
納
奉
告
式

　
　
　
　
　
　
氷
川
蛍
の
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式
事
前
打
ち
合
わ
せ

　
　
二
十
日　
無
双
直
伝
英
信
流
兵
法
阿
字
会

　
二
十
一
日　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
臨
時
総
会

　
二
十
七
日　
三
嶋
大
社
境
内
末
社
祓
戸
神
社
氏
子
会

十
二
月
三
日　
助
勤
説
明
会

　
　
　
四
日　
助
勤
説
明
会

　
　
　
六
日　
秩
父
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
六
日　
縄
文
三
味
線
佐
々
木
重
吉

　
　
　
八
日　
全
国
神
恩
報
賽
会

　
　
十
一
日　
参
道
清
掃
奉
仕
会
ワ
ガ
ク
リ
ー
ナ
ー
ス

　
　
十
二
日
　
氷
川
丸
船
長
大
内
孝
利　
　

　
　
十
七
日　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

　
　
十
八
日　
白
岡
わ
く
わ
く
伝
承
あ
そ
び
の
会

　
　
二
十
日　
薪
能
会
議

　
二
十
三
日　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
二
十
三
日　
責
任
役
員
会

　
　
三
十
日
　
㈱
武
蔵
野
銀
行
頭
取
長
堀
和
正

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

十
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

十
二
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊

桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
新
宿
調
理
士
専
門
学
校

・
高
鼻
二
丁
目
友
の
会

・
パ
ー
ソ
ル
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

　（
さ
い
た
ま
市
ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
事
業
）

・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
大
宮
支
店

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

　「開運埼玉神社めぐり＃百聞は一詣にしかず」は埼玉
県神社庁監修のもと、インスタグラムとフェイスブック
で県内神社の情報を発信する取り組み
で、テレビ埼玉の「情報番組マチコミ」
で連動企画として放送しております。
当社紹介動画は12月19日に放送、
YouTubeでも配信されております。

「開運埼玉神社めぐり ＃百聞は一詣にしかず」

※11月は大宮華道連盟献華展開催の為中止

新宿調理師専門学校様
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第
二
十
五
号
は
四
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

ホーム
ページ

インスタ
グラム ツイッター

埼
玉
県
神
社
庁
事
業

 
「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
」

　

令
和
元
年
ま
で
境
内
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、『
神
主
さ
ん
と
神

社
を
学
ぼ
う
』
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
約
二
百
社
の
御
朱
印
展
や
祓
詞
浄
書
体
験
、
雅

楽
演
奏
会
な
ど
様
々
な
企
画
を
御
用
意
致
し
ま
す
。

　

ま
た
参
道
に
て
露
店
が
並
ぶ
氷
川
マ
ル
シ
ェ
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う

　
日
時
　
令
和
五
年
三
月
二
十
六
日（
日
）

　
会
場
　
氷
川
神
社
境
内

　
　
　
　（
社
務
所
・
神
楽
殿
・
本
殿
西
側
待
合
所
）

　この度、新たに「仕事守（初穂料700円）」を奉製し、１月１日より授与
を開始致しました。新年の数量限定お守り「御力守（1500円）」は１月１日
から授与開始、また、春の数量限定お守り「咲守（1000円）」、数量限定紙
朱印「花しづめ（500円）」は３月18日から授与を開始予定です。

神主さんと神社を学ぼうの詳細は
埼玉県神社庁のホームページを御覧下さい。

仕事守咲 守 御力守

新
規
御
守
、
数
量
限
定
御
守
、

春
の
特
別
紙
朱
印御朱印紙「花しづめ」


